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九
月
～
十
月
に
か
け
､

一
般
検

診
と
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時
に
住
民
検
診
が
行
わ
れ
､

四
､

一
七
九
人
の
方
が
､
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部
レ

ン
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を
撮
り
ま
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た
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｢
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｢
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ん
｣
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ど
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や
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で
も
､

エ
イ
ズ
患
者
は
六
十
三
年

二
月
十
九
日
現
在
で
六
十
六
人
で

す
が
､
結
核
を
み
る
と
六
十

1
年

の

一
年
間
で
新
た
に
結
核
患
者
と

登
録
さ
れ
た
人
は
五
万
六
､
六
五

十
人
も
い
る
の
で
す
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で
は
､
八
日
市
場
保
健
所
管
内

と
､
光
町

の
状
況
を

み
て
み
ま

し
ょ
､つ
｡

昨
年
十

一
月
三
十
日
現
在
､
保
健

所
管
内
で

二

二
人
､
そ
の
う
ち

光
町
で
は
十
二
人
の
登
録
患
者
が

い
ま
す
｡
若

い
人
の
結
核
は
減
少

し
ま
し
た
が
､
中
高
年
の
偏
在
が

多
-
､
光
町
で
は
九

1
･
七
パ
ー

セ
ン
-
が
E
]十
歳
以
上
の
人
で
し

た
｡
(
表
2
を
参
照
)

ま
た
､
保
健
所
管
内
の
結
核
ま

ん
延
状
況
を
み
る
と
､
患
者
数
の

割
合
や
､
治
療
の
必
要
な
人
が
､

国
､
県
よ
り
多
く
な

っ
て
い
る
よ

う
で
す
｡
(表
3
を
参
照
)

町
で
は
､
今
年
全
局
に
受
診
票

を
配
付
し
､
多
-
の
人
に
検
診
の

受
診
を
呼
び
か
け
ま
し
た
｡
昨
年

ま
で
は
､
｢
勤
め
先
な
ど
で
受
診

し
て
い
た
が
､
今
年
は
町
の
検
診

を
受
け
ま
し
た
｡
｣
と
い
う
人
も

多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
｡

ま
た
､
｢
病
院
に
通
院
し
て
い
る

か
ら
受
け
な

い
｡
｣
と
い
う
人
も

多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
'
病
院
に

通
院
し
て
い
る
人
も
､
年
に

一
度

は
レ
ン
-
ゲ
ン
を
撮
り
ま
し
ょ
う
｡

長
び
-
咳
､
疾
が
出
る
､
微
熱

が
続
-
な
ど
の
症
状
が
あ
る
人
は
､

早
め
に
お
医
者
さ
ん
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
｡

表 1新登銀患者数(市町別･年齢階級別)
昭和63年11月末現在

管 内 八日市場市 多古町 干潟町 光 町 野栄町

20-29 1 1

30-39 2 2

40-49 6 2 2 2

50-59 6 3 1 1 1

60-69 7 3 1 2 1

70- 10 2 5 1 2

許 32 12 9 1 8 2

中高年-の偏在 90.6% 83.3% 100% 100% 87.5% 100%

表2 登銀患者数(市町別･年齢階級別)
昭和63年11月末現在

管 内 八日市場市 多古町 干潟町 光 町 野栄町

15-19 1 1

20-29 6 2 1 1 1 1

30-39 5 5

40-49 22 7 6 3 2 4

50-59 22 9 4 2 3 4

60-69 22 10 5 1 3 3

70- 34 ll 14 5 3 1

計 112 44 30 13 12 13

表3 八日市場保健所管内市町別結核まん延状況
63.ll.30

死亡率 3"羅患者 感 染性青笹患者 ※有病率 感 染 ′性有病率

八日市場市 - 37.1 18.5 61.8 21.6

多 古 町 - 51.4 17,1 91,4 28.6

干 潟 町 - ll.2 - 56,1 22,5

光 町 - 68.2 25.6 85.3 34.1

野 栄 町 - 20.0 20.0 49.9 20.0

管 内 計 - 39.7 17.4 69.5 24.8

千 葉 県(S62 2.2 31.0 16.7 53.4 15.4

※羅患率 (発生状況)

1年間のうち､ある期間内で､新たに発生した患者数 (人口10万対)r>うEF11りつ
※有病率 (まん延状況)

ある時点において集回の中で患者がいる割合
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を
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二
月

一
日
か
ら
､
民
間
金
融
機

関
が
毎
月
土
曜
日
を
閉
店
休
業
と

す
る
完
全
週
休
二
日
制
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡
そ
れ
に

伴

い
､
役
場
庁
舎
内
の
銀
行
出
張

所
も
閉
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す
る
こ
と
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な
り
ま
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で
､
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す
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二
月
一
日
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定
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融
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し
た
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町
指
定
金
融
機
関
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)
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葉
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銀
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､
二
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も
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な
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た
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せ
し
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